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前年度までの学校経営上の成果と課題

取組指標 成果指標 取組指標 成果指標

4

ホームページやブログ、ＣＳだより、学
校だよりを活用し、ＣＳとしての取組を家
庭・地域へ周知する。熟議の場を設け、
家庭や地域の願いや課題を知り、学校
運営に生かす。

4

毎日の教育活動の様子やCSとしての活動の様子をホームページやブ
ログで更新した。CSでは熟議の会を行い、家庭や地域の願いや課題を
共有した。小平西高校との安全見守り、文化祭参加交流、幼保小連携
として親子ふれあい体操教室等を行った。今後も継続して他校種との
連携を行っていく。

〇明るく元気でたくましい子　　〇よく考え進んで実行する子　　〇互いになかよくする子

子どもも、大人も、みんなの笑顔があふれる学校
子どもが夢を描き、心弾ませて通う学校
〇児童を心から慈しみ理解し、児童の良さや個性を引き出し伸ばす教職員〇自らの課題を認識し、日々研鑽に努めるとともに、協働して磨き合う教職員〇地域を愛し、地域や保護者と共感し、積極的に対話しながら信頼に応える教職員

・「十二小スタンダード」をもとに、統一した学校生活ルールの指導を家庭と連携して行っていく。あいさつ運動に力を入れ、家庭・地域の方々と連携し進んで挨拶する児童の育成を図る。
・学校支援コーディネーターの活用を進め、学習支援ボランティアの充実やスクールサポートスタッフの活用を通し、教員の働き方改革を進めるとともに、よりよい外部人材を活用した授業を行っていく。

教育活動への保護者や地域の参加延べ人数は増えた一方で、実働人数は伸
び悩んだ。教育活動への参画意識や垣根を低くするためにボランティア募集
の仕方や活動方法の工夫をする。また、地域教育コーディネーター部会の立
ち上げを目指し、保教会や地域、各関係団体とも連携する中で緩やかな地域
ネットワーク形成を図る。

・CSの取組やボランティアの活用の更な
る充実を目指して継続した地域の参画
を図ることを希望する。CSと地域学校協
働活動を一体的に推進していくために
も、地域教育コーディネーター部会の
立ち上げは急務である。
・地域住民や団体等との連携を一層深
める必要がある。CS活動において様々
な媒体で周知が図られているがさらに
工夫が必要である。

3 3

4

毎日ホームページやブログを更新し、アクセス数は前年度を上回った。１日
500件以上の閲覧があった。２回目の熟議の会では教員も参加し、家庭や地
域の願いや課題を共有した。次回は、保護者や各関係団体の参加を目指す。
地域内での安全見守りを兼ねた挨拶運動の推進を行い、保護者や地域、各
関係団体、他校種との連携を図る。
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プロジェクトチームで課題解決に向
け検討し、計画的なボランティアの
活用を通して、教育活動への保護
者や地域の参画を図る。

4 4

学力向上PTでボランティア活用計画を作成し、安全見守り、体
力テスト、１～4年校外学習、5・6年調理実習、ミシン、1～3年・
けやき学級読み聞かせと昨年度より多くの学習活動や校外学
習で保護者や地域ボランティアと共に教育活動を行った。今後
もPTと協議し継続的な地域参画を図っていく。

4

4 4
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教科等担任制を実施することで、
教員の専門性を高めるとともに、教
材研究の時間を確保する。

3 3

教科担任制は、授業の質の向上、多面的な児童理解などの利
点がある。児童にとっても多くの教員と交流できたり、専門性の
高い授業を受けたりできる良さがある。時間割作成の難しさは
あるが、他校の例も取り入れながら、より効果的な教科担任制を
実施していく。

会議を精選するとともに学習者用
端末を活用し、事前に議題を把握
できるようにする。行事のあり方や
取り組み方を工夫する。

3 3

会議の精選は、児童と向き合う時間や教材研究をする時間の
確保につながる。今後も必要な会議を効率的に行っていく。今
年度、学校公開は分散参観から制限なしの参観に変更した。
多くの保護者にルールを守って参観いただき、大きな混乱なく
終えることができた。

4

体育の授業や朝活等体育的活動の継続で、94.5%の児童が運動に楽しみなが
ら取り組んでいる結果が出たことは良かった。学校外での運動量が少ない児
童がいる。1月には家庭でもなわとびに取り組めるよう啓発を行った。次年度以
降もC部会（体育部）で作成した指導計画に基づき、全校で系統的な体育の授
業を確実に行っていく。

給食指導の充実を図るとともに、給
食だよりなどを通じて家庭にも啓発
して、バランスよく食べることの大切
さを指導する。

4 3

給食委員会が、どの学年にも分かりやすい内容の集会を行い、
食の大切さを伝えることができた。昨年度に比べ、今年度は給
食の残菜量が増えている。給食だよりなどでの啓発は行ってい
るが、学級の給食指導の中でバランスよく食べることの指導を
続ける必要がある。

給食で残菜量が昨年度より増えたなど課題が残った。児童アンケート
でも89.8%と、意識が伸び悩んだ。次年度は給食指導はもとより、特別
活動をはじめ学校教育全体で、食の大切さの指導をさらに進める。給
食だより、給食試食会などで保護者への啓発も行い、家庭でも一緒に
取り組んでいけるようにする。

教科担任制の評価が伸びない理由として、学年内における時間割調
整の難しさが挙げられる。学級数も多いため、専科や体育時間割との
調整にどの学年も苦労している。しかし、児童理解や教材研究、教材
準備の観点からは良い点がたくさんあることも事実である。次年度も継
続して教科担任制を実施していく。

職員室の中にも働き方改革を進めていこうとする意識が高まりつつあ
る。会議の中身を充実させた上で時間短縮ができるようになってきた。
コロナ禍で簡素化した行事の内容は、全てをもと通りにするのではな
く、必要な部分と短縮できる部分をよく考え、次年度の計画につなげ
ていく。

・充実した教育環境や教員の負担軽減
のために業務改善は不可欠である。
・負担軽減の一方で、社会に開かれた
教育課程、不登校・いじめなど様々な
課題解決に向けて考える必要がある。
多忙の原因を洗い出し、教員の意識改
革も含めて負担感を軽減できる具体的
な策を見出してほしい。そこに地域・保
護者等との連携は欠かせない
・中学入学に向けた移行準備の面から
も教科担任制を推進してほしい。
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体育授業では発達段階に応じた学
習を行い、運動が苦手な児童も主
体的に学習に取り組めるようにす
る。

3 4

昨年度までの校内研究の成果を引き続き授業作りに生かし、指
導計画に基づいた系統的な指導を行う。また朝活の回数を増
やし、苦手な児童も体を動かす楽しさを味わう機会を設けた。
OJTなどの研修を通して体育授業の中での手だてをさらに工夫
し、運動が苦手な児童への支援を行う。

・朝活や休み時間に外遊びが定着
してきたように思われる。今後も体を
動かすことが楽しいと思える機会を
増やす等の取組を期待する。
・給食指導では、健康を考え自分
に適した食事と礼儀や人を思いや
ることなども大切。給食を通して広
い意味での「食の現実」等も学べる
機会になることを期待する。

4 4

4 3

今年度も代表委員会を中心に、挨拶ができる学校を目指して児童が
主体的に活動を行った。課題を自分事として捉えて改善に向けて取り
組むことができた。次年度も挨拶のみならず、教員一人一人が児童の
手本となりながら統一した指導を行い、十二小スタンダードのさらなる
定着を目指していきたい。

ふれあい月間では、道徳等でいじめ防
止授業を行うとともに、児童理解アン
ケートを全児童対象に実施し、丁寧に
実態を把握する。組織的に対応策を講
じる。

4 4

日頃の児童観察やふれあい月間での実態把握などを通して、
学年やブロックでいじめ防止の取組を進めている。また児童の
小さな変化を見逃さず、学年間や生活指導主任、管理職への
報告・連絡・相談を怠らないようにする。

児童と関わり、信頼関係を築くことによって、児童の心の動きや変化な
どを日常的に察知できるようにしていく。学年間のみならず、学校全体
で情報共有を図り、いじめ防止に学校全体で組織的に取り組んでい
く。
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『十二小スタンダード』を基に、安全
で規律ある生活ができるように指導
する。

4 4

児童・教員間で月に１回十二小スタンダードの内容を確認している。ど
の教員も同じ視点で共通の指導ができるよう、生活指導主幹が月に１
度、生活指導に関わる内容を文章にして発行している。取組に対して
丁寧な指導を続けるとともに、ルールを守ることの大切さを考えさせ、実
行できるようにする。

・児童と教員間で十二小スタンダー
ドを共有し、基本的な生活習慣が定
着していると感じる。学校の外でも挨
拶ができている児童が増えている。
・いじめに対する児童の意識が高
まってきている。しかし初動対応の
遅れなどにより、問題が長期化、複
雑化することがある。ひとりの教員が
抱え込まないよう、組織的な対応の
徹底を図ってほしい。

4 4

4 4

4 4

朝学タイム、十二小タイムを確実に実施することで、自分の課題を明
確にし、スマイルネクストなどの学習支援ソフトで繰り返し問題演習を
行い、定着するための時間を確保することができた。さらに、反転学習
など宿題の出し方を工夫しながら基礎的・基本的学力の定着を図る。

ICT機器を活用し、視覚的に分かりやすい授業を
実施する。ホワイトボードで学習の見通しをもたせ
たり、授業の振り返りをさせたりする中で、自身の学
びや変容を自覚できる場面を作る。またペア学習
やグループ学習を確保し課題解決的な学習に取り
組む。

4 3

ICT機器の活用や課題解決的な学習によって、児童の考える力や発
言する力は伸びていっている。ペア学習やグループ学習は教員にも根
付いてきており、人前で話すことが苦手な児童も少人数だと力を発揮し
やすい。今後も継続して学習者用端末などを使用し、課題解決的な学
習に取り組んでいく。

ロイロノートを活用することで、児童が主体的に学びに向かう力を育成
することができた。次年度も朝学PCを実施し、端末の基本的操作技能
を身に付けさせることで、自分の考えを表現する力を豊かにし、課題
解決的な学習に一層力を入れ、学力向上を図る。

成果・課題・次年度以降の対策

 令和５年度　小平市立小平第十二小学校　学校評価報告書
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朝学タイム、十二小タイムを確実に実施する。また、
朝学ＰＣタイムを実施し、端末の基本的操作技能を
身に付けさせる。スマイルネクストの活用や、反転
学習など宿題の出し方を工夫しながら基礎的・基
本的学力の定着を図る。

3 4

十二小タイムでは、東京ベーシックドリルを活用し、児童の苦手
な単元を把握しながら補充や反復学習ができるよう、学習者用
端末に入っているスマイルネクストとの単元対応一覧表を作成
した。また、端末を宿題などに利用し、家庭学習の充実を図りな
がら、基礎学力の定着を目指している。

・十二小タイムや家庭学習の取組を
工夫し、端末を有効利用したことが
基礎学力の定着につながったと思
う。
・低学年の段階から学習することの
楽しさを実感できるよう、ICT機器を
活用しながら、問題解決学習を意
識した授業づくりに努めてもらいた
い。

4 4

具体的方策
第１回評価

成果・課題・対策
第２回評価

学校関係者評価


